
一 般 質 問

砥部分校の存続を

町長／統合案には忸
じ く

怩
じ

たる思いがある

佐
々
木（
隆
）

　
松
山
南
高
校
砥
部
分
校

が
伊
予
高
校
に
統
合
さ
れ

る
計
画
案
発
表
の
後
、「
砥

部
分
校
存
続
の
会
」
が
結

成
さ
れ
、
存
続
に
向
け
た

署
名
活
動
や
、
県
へ
の
働

き
か
け
を
求
め
る
請
願
が

町
議
会
に
提
出
さ
れ
る
な

ど
、
存
続
を
求
め
る
熱
い

思
い
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
学
校
が
立
地
す
る
本

町
に
と
っ
て
も
、
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
だ
。
県
に
対

し
て
、
存
続
を
強
く
申
し

入
れ
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
砥
部
分
校
や
同
校
卒
業

生
が
、本
町
の
産
業
振
興
、

地
域
発
展
に
永
く
寄
与
さ

れ
た
功
績
を
訴
え
、
存
続

を
願
っ
て
い
た
だ
け
に
、

伊
予
高
校
へ
の
統
合
案
に

は
忸
怩
た
る
思
い
が
あ

る
。
一
方
で
少
子
化
に
よ

る
生
徒
数
の
減
少
、
多
様

化
す
る
高
校
教
育
の
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
を
考
え
る

と
、
今
の
状
況
で
存
続
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
も
理
解
し
て
い
る
。

佐
々
木（
隆
）

　
県
は
２
年
間
か
け
地
域

の
代
表
も
参
加
し
て
計
画

案
を
作
成
し
た
と
説
明
し

て
い
る
が
。

町
長

　
県
か
ら
委
員
の
指
名
を

受
け
、
他
に
も
多
く
の

方
々
が
参
加
し
て
、
委
員

会
で
多
く
の
意
見
等
を
言

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

佐
さ

々
さ

木
き

　隆
たか

雄
お

　議員

佐
々
木（
隆
）

　
知
事
は
市
町
、
県
立
学

校
教
職
員
に
も
弔
意
の
表

明
を
求
め
な
い
と
し
て
い

る
が
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
て
町
民
に
黙
と
う
を
促

す
な
ど
は
考
え
て
い
る
の

か
。町

長

　
町
民
の
皆
様
に
弔
意
を

求
め
る
こ
と
は
な
い
。
ま

た
半
旗
の
掲
揚
、
黙
と
う

に
つ
い
て
も
し
な
い
と
決

め
て
い
る
。

町
長
／
判
断
す
る
立
場
に
な
い

国
葬
中
止
を
求
め
る
考
え
は

佐
々
木（
隆
）

　
安
倍
元
首
相
の
国
葬
実

施
が
決
定
し
た
。
国
民
の

中
で
も
賛
否
が
分
か
れ
て

い
る
。
葬
儀
費
用
の
国
費

支
出
や
、
弔
意
強
制
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
国
葬

に
対
し
、
不
安
や
批
判
、

抗
議
す
る
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。
そ
も
そ
も
国
葬

を
行
う
法
的
根
拠
が
不
明

確
だ
。
町
で
は
、
半
旗
の

掲
揚
や
庁
舎
内
で
の
黙
と

う
、
町
民
へ
の
弔
意
の
表

明
を
求
め
る
な
ど
の
考
え

は
あ
る
の
か
。

町
長

　
国
葬
の
是
非
に
つ
い
て

は
判
断
す
る
立
場
に
な

く
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は

国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
説
明
責
任
を
尽
く

し
て
ほ
し
い
。

佐
々
木（
隆
）

　
７
月
12
日
の
報
道
機
関

の
発
表
で
、
町
民
も
砥
部

分
校
の
統
合
を
知
っ
た
と

思
う
が
、
い
つ
の
時
点
で

分
か
っ
た
の
か
。

町
長

　
報
道
発
表
が
あ
っ
た
時

点
で
あ
る
。

とべ議会だより

令和４年11月１日発行
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松山南高等学校砥部分校
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三
谷

 

※
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法

を
も
と
に
、
近
く
起
こ
る

で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起

き
た
場
合
、
視
覚
、
聴

覚
、
音
声
・
言
語
機
能
の

障
が
い
者
が
安
心
し
て
避

難
で
き
る
新
し
い
場
所
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

ら
ま
ち
、
中
央
公
民
館
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
既
存
の
福
祉
避
難
所
で

受
け
入
れ
可
能
と
考
え
て

い
る
。
潜
在
的
な
要
配
慮

者
や
感
染
症
対
策
と
し
て

十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
上
で
、
町
内
福
祉
事

業
所
の
協
力
を
得
て
、
福

祉
避
難
所
の
指
定
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

三
谷

　
避
難
が
長
引
く
と
健
常

者
で
も
必
ず
ス
ト
レ
ス
が

発
生
す
る
。
視
覚
、聴
覚
、

音
声
・
言
語
機
能
の
障
が

三
み

谷
たに

　喜
き

好
よし

　議員

い
者
の
避
難
先
確
保
の
た

め
に
も
、
福
祉
避
難
所
を

建
設
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
財
政
事
情
を
考
え
る
と

困
難
で
あ
る
。
避
難
行
動

要
支
援
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
個
別
避
難
計
画

の
策
定
を
進
め
、
避
難
支

援
に
切
れ
目
が
生
じ
な
い

よ
う
、
き
め
細
や
か
な
支

援
に
努
め
た
い
。

三
谷

　
松
山
南
高
校
砥
部
分
校

の
統
廃
合
の
報
道
が
流
れ

て
か
ら
、
砥
部
分
校
存
続

に
向
け
て
、
暑
い
中
署
名

活
動
を
し
て
い
る
。
学
校

の
設
立
に
関
わ
っ
た
１
人

と
し
て
、
ま
た
卒
業
生
の

１
人
と
し
て
、
砥
部
分
校

は
地
域
の
振
興
、
町
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
る
と
思

う
が
。

福祉避難所の建設を

町長／既存施設を有効活用

町
長

　
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
教
育
環
境
の
実
現
を
最

優
先
に
、
県
教
育
委
員
会

に
も
真
摯
に
地
域
の
意
見

を
聞
い
て
も
ら
い
、
デ
ザ

イ
ン
科
と
い
う
特
色
の
あ

る
学
科
の
維
持
に
努
め
、

引
き
続
き
、
砥
部
焼
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
産
業
の

担
い
手
育
成
に
も
貢
献
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長
／
地
場
産
業
の

　
　
　
　
　
担
い
手
を
育
成

砥
部
分
校
の
貢
献
度
は

※
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進

法
と
は

　
障
が
い
者
も
社
会
の
一

員
と
し
て
様
々
な
活
動

に
参
加
す
る
た
め
に
情

報
を
得
て
利
用
す
る
こ

と
や
ス
ム
ー
ズ
に
意
思

疎
通
が
で
き
る
よ
う
に

定
め
た
法
律

とべ議会だより

令和４年11月１日発行
（12）

砥部分校の視察

身体障害者手帳の取得状況（※抜粋）

8⽉8⽇現在 ※延べ⼈数
等級 視覚 聴覚 ⾳声機能 ⾔語機能
１級 21
２級 13 22
３級 2 4 7 13
４級 5 7 0 3
５級 8
６級 5 22
合計 54 55 7 16

※障害程度の判定基準は⽇常⽣活能⼒の⽋損度に基づく

⾳声⾔語機能 
３級 ⾳声⾔語による意思疎通ができないもの
４級 ⾳声⾔語のみを⽤いて意思疎通をすることが困難なもの
⾳声機能 ⾳声を発することができない（内6名が喉頭摘出）
⾔語機能 発声しても意思疎通ができない（ろうあ、脳性⿇痺など）

重度

中程度

軽度
軽微
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盛夏日の熱中症対策は

町税等における納付手段の
多様化について

町長／高齢者は特に予防対策が必要

町長／統一QRコードの準備を
　　　進めている

日
野

　
毎
年
、
日
本
各
地
で
記

録
的
な
猛
暑
が
続
い
て
お

り
、
熱
中
症
患
者
の
急
増

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
環
境
省
と
気
象
庁

で
は
、
危
険
な
暑
さ
へ
の

注
意
を
呼
び
か
け
る
情
報

と
し
て
「
熱
中
症
ア
ラ
ー

ト
」
を
発
表
し
運
用
を

行
っ
て
い
る
。
本
町
は
熱

中
症
対
策
と
し
て
、
町
民

や
教
育
現
場
で
の
対
応
及

び
啓
発
活
動
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

町
長

　
重
症
化
し
や
す
い
高
齢

者
は
、
特
に
予
防
対
策
が

必
要
で
あ
る
。
高
齢
者
や

介
護
者
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
環

境
省
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

な
ど
の
普
及
に
努
め
て
い

く
。教

育
長

　
授
業
や
学
校
行
事
で
熱

中
症
防
止
項
目
を
あ
げ
、

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
暑
さ
指
数
計

を
用
い
て
、
そ
の
温
度
に

対
応
し
た
措
置
を
行
っ
て

い
る
。

日
野

　
熱
中
症
に
よ
る
緊
急
搬

送
は
、
室
内
に
い
る
高
齢

者
に
よ
る
ケ
ー
ス
が
一
番

多
い
。
特
に
高
齢
者
に
注

意
喚
起
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
全
戸
に
配
布

日
ひ

野
の

　惠
けい

司
じ

　議員

日
野

　
政
府
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
比
率
に
つ
い
て
、
２
０

２
５
年
ま
で
に
約
４
割
、

将
来
的
に
は
80
％
と
い
う

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
総

務
省
も
来
年
度
よ
り
、
地

方
税
に
つ
い
て
事
務
負
担

の
軽
減
及
び
納
税
者
の
利

便
性
を
図
る
た
め
に
全
国

統
一
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付

す
方
針
を
示
し
て
い
る
。

本
町
で
も
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス

決
済
な
ど
納
付
手
段
の
多

様
化
を
検
討
し
て
は
。

町
長

　

国
が
進
め
る
地
方
税

統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。
非
接
触
型
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
コ

ロ
ナ
禍
で
急
速
に
浸
透
し

て
い
る
。
町
民
が
便
利
で

快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

積
極
的
に
取
り
組
む
。

日
野

　
本
町
で
も
軽
自
動
車
税

の
コ
ン
ビ
ニ
決
済
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
決
済

に
必
要
な
予
算
は
。

戸
籍
税
務
課
長

　
平
成
30
年
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
基
本
料
金
が
月

１
万
１
０
０
０

円
、
事
務
手
数

料
が
１
件
に
つ

き
66
円
。
３
年

度
は
３
８
１
９

件
の
利
用
で
27

万
４
０
５
４
円

の
支
出
で
あ

る
。

し
て
常
に
目
の
届
く

と
こ
ろ
に
置
い
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て

は
。保

険
健
康
課
長

　
現
在
は
広
報
７
月

号
で
周
知
し
て
い
る

が
、
内
容
等
に
つ
い

て
も
十
分
検
討
し
、

町
民
が
利
用
し
や
す

い
も
の
に
し
た
い
。

とべ議会だより

令和４年11月１日発行
（13）

暑さ指数計
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原
田

　
公
立
中
学
校
の
部
活
動

に
つ
い
て
、
地
域
に
移
行

さ
せ
る
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ

庁
や
文
化
庁
の
有
識
者
会

議
で
提
言
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
、
２
０
２
３
～
２

０
２
５
年
度
を
改
革
集
中

期
間
と
し
、
休
日
の
活
動

を
地
域
の
団
体
や
外
部
指

導
者
に
委
ね
る
取
り
組
み

を
進
め
、
将
来
的
に
は
平

日
の
移
行
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

　
休
日
の
部
活
動
か
ら
段

階
的
に
地
域
移
行
し
て
い

く
こ
と
を
基
本
と
し
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

む
。
今
後
は
「
部
活
動
改

原
はら

田
だ

　公
きみ

夫
お

　議員

革
市
町
連
絡
協
議
会
」
に

参
画
す
る
中
で
、
知
見
を

深
め
る
と
と
も
に
、
町
の

検
討
委
員
会
を
早
急
に
立

ち
上
げ
、
環
境
の
整
備
や

指
導
員
の
確
保
・
育
成
、

活
動
場
所
の
確
保
、
活
動

費
用
や
保
険
の
あ
り
方
な

ど
、
地
域
移
行
に
関
わ
る

組
織
や
運
営
方
法
に
つ
い

て
協
議
し
、
推
進
計
画
を

策
定
す
る
。
砥
部
中
学
校

の
部
活
動
指
導
員
の
状
況

は
、
一
部
の
部
活
で
外
部

指
導
者
が
関
わ
っ
て
い
る

が
、人
材
確
保
が
難
し
く
、

専
門
で
な
い
教
師
に
よ
る

指
導
の
負
担
も
解
消
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
教
員
の
働
き
方
改
革

や
持
続
可
能
な
部
活
動
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

教
育
長
／
本
年
度
は
現
状
費
用
で
対
応
可
能

学
校
給
食
費
の
見
通
し
は

原
田

　
原
油
価
格
や
物
価
の
高

騰
に
よ
っ
て
、
学
校
給
食

に
も
影
響
が
広
が
っ
て
い

る
。
各
自
治
体
で
給
食
費

値
上
げ
の
検
討
が
さ
れ
る

中
、
県
内
自
治
体
で
も
、

保
護
者
の
負
担
を
減
ら

し
、
給
食
費
を
維
持
す
る

目
的
で
、
す
で
に
補
助
金

を
予
算
計
上
し
た
と
こ
ろ

や
、
今
後
予
算
化
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
、
給
食

費
の
値
上
げ
を
検
討
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本

町
で
は
６
月
時
点
で
未
検

討
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
動
向
は
。

教
育
長

　
本
町
の
状
況
は
、
平
成

29
年
４
月
に
給
食
費
を
値

上
げ
し
、
６
年
が
経
過
し

て
い
る
。
物
価
が
上
昇

し
、
見
直
し
を
す
る
時
期

が
来
て
い
る
が
、
現
在
の

社
会
情
勢
を
考
え
る
と
厳

し
い
と
思
わ
れ
る
。
現
行

の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
安
い
食
材

を
仕
入
れ
る
こ
と
や
、
高

騰
し
て
い
な
い
品
目
を
選

定
す
る
こ
と
、
献
立
を
工

夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
給

食
の
質
を
落
と
さ
ず
に
、

今
年
度
は
対
応
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

　
学
校
給
食
は
、
児
童
・

生
徒
に
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
の

健
全
な
発
達
を
促
す
こ
と

を
大
き
な
狙
い
と
し
て
実

施
さ
れ
る
教
育
活
動
で
あ

る
。
切
り
詰
め
る
こ
と
で

肝
心
な
給
食
の
質
が
低
下

し
て
は
、
学
校
給
食
の
本

来
の
意
義
か
ら
は
ず
れ
て

し
ま
う
。
給
食
費
の
値
上

げ
に
つ
い
て
は
、
他
市
町

と
の
バ
ラ
ン
ス
や
市
場
の

動
向
を
見
な
が

ら
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
含
め
、

慎
重
に
検
討
す
る
。

中学校部活動の地域移行は

教育長／推進計画を策定し対応

とべ議会だより
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地域クラブ活動（サッカー）

学校給食



一 般 質 問

髙
橋

　
こ
の
40
年
間
で
２
５
０

０
ｇ
未
満
の
低
出
生
体
重

児
は
２
倍
近
く
増
え
て
い

る
。
特
に
１
０
０
０
ｇ
未

満
の
超
低
出
生
体
重
児
は

母
子
手
帳
に
発
育
曲
線
を

記
入
す
る
欄
が
な
い
。
成

長
や
発
達
の
遅
れ
か
ら
、

保
護
者
の
心
理
的
な
負
担

も
強
い
。
通
常
の
母
子
手

帳
と
併
用
し
、
不
安
の
中

で
育
児
を
始
め
る
母
親
ら

を
励
ま
す
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー

用
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
て
は
。

町
長

　
母
子
手
帳
と
併
用
す
る

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
は
、
保
護
者
の
心

理
的
負
担
を
軽
減
す
る
も

の
で
あ
る
。
全
国
の
自
治

体
で
導
入
が
広
が
る
中
、

県
も
作
成
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
実
情
を
踏
ま
え
た

使
い
や
す
い
内
容
と
な
る

よ
う
検
討
さ
れ
て
い
る
。

医
療
機
関
や
市
町
へ
の
配

布
も
見
込
ま
れ
る
の
で
、

愛
媛
県
版
を
活
用
し
、
低

出
生
体
重
児
を
持
つ
家
族

の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
行
う
。

髙
橋

　
国
で
は
10
年
ぶ
り
に
多

胎
児
や
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
に
配
慮
し
た
母
子
手

帳
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

る
。
県
の
取
り
組
み
や
本

町
で
の
導
入
時
期
は
。

保
険
健
康
課
長

　
今
年
度
中
に
作
成
し
て

各
市
町
に
配
布
、
来
年
度

か
ら
活
用
に
な
る
予
定
。

難
し
い
が
、
環
境
整
備
を

進
め
支
援
す
る
。

髙
橋

　
難
聴
は
認
知
機
能
の
低

下
や
フ
レ
イ
ル
が
進
行
す

る
こ
と
か
ら
、
介
護
予
防

を
支
援
す
る
国
の
「
保
険

者
機
能
強
化
推
進
交
付

金
」
を
活
用
し
て
助
成
を

実
現
し
た
事
例
も
あ
る
。

本
町
で
も
取
り
組
ん
で

は
。

介
護
福
祉
課
長
補
佐

　
先
進
自
治
体
に
給
付
実

績
や
介
護
予
防
事
業
と
し

て
の
効
果
を
確
認
し
、
今

後
の
実
施
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

髙
橋

　
難
聴
に
対
す
る
社
会
的

啓
発
も
重
要
だ
が
、
本
町

の
取
り
組
み
は
。

介
護
福
祉
課
長
補
佐

　
今
後
窓
口
で
デ
ジ
タ
ル

機
器
を
導
入
す
る
。

髙
橋

　
補
聴
器
の
耐
用
年
数
は

5
年
程
度
で
、
定
期
的
に

買
い
替
え
る
必
要
が
あ
る

が
、
金
銭
的
な
理
由
で
諦

め
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も

あ
り
、
日
常
生
活
で
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

対
象
者
は
多
い
が
制
限
を

設
け
て
で
も
障
害
者
手
帳

を
持
た
な
い
軽
・
中
度
難

聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
費

の
助
成
に
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

町
長

　
本
町
で
は
現
在
、
身
体

障
害
者
手
帳
保
持
者
や
18

歳
未
満
の
軽
・
中
度
の
難

聴
児
は
助
成
対
象
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
の
助
成
は

県
内
に
事
例
が
な
く
、
対

象
者
が
広
範
に
わ
た
り
財

政
的
負
担
も
大
き
い
の
で

髙
たか

橋
はし

　久
く

美
み

　議員

リトルベビーハンドブックの作成を

町長／愛媛県版を活用

町
長
／
環
境
整
備
を
進
め
支
援

障
害
者
手
帳
が
な
い
難
聴
者
に
も
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
成
を

とべ議会だより
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母子健康手帳

補聴器




